松本和也著『平田オリザ : 〈静かな演劇〉という方法』 by 後藤 隆基 & ゴトウ リュウキ
書
評
松
本
和
也
著
『
平
田
オ
リ
ザ
〈
静
か
な
演
劇
〉
と
い
う
方
法
』
後
藤
隆
基
平
田
オ
リ
ザ
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
本
の
小
劇
場
演
劇
シ
ー
ン
に
劇
団
「
青
年
団
」
を
率
い
て
登
場
し
、
い
わ
ゆ
る
「
静
か
な
演
劇
」
の
旗
手
と
し
て
、
現
代
演
劇
を
牽
引
し
て
き
た
劇
作
家
・
演
出
家
で
あ
る
。
高
校
の
演
劇
部
を
題
材
に
し
た
小
説
『
幕
が
上
が
る
』（
二
〇
一
二
年
）
が
、
も
も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Ｚ
の
主
演
で
映
画
化
（
二
〇
一
四
年
、
本
広
克
行
監
督
）
さ
れ
、
そ
の
名
を
耳
に
し
た
こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
平
田
オ
リ
ザ
の
演
劇
創
作
の
方
法
論
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
か
ら
〈
現
代
演
劇
〉
の
総
体
を
も
射
程
に
入
れ
た
一
書
で
あ
る
。
現
代
演
劇
を
研
究
す
る
こ
と
の
困
難
は
、
批
評
や
研
究
の
蓄
積
が
少
な
く
、
一
回
性
か
つ
現
在
進
行
形
の
表
現
を
追
い
か
け
て
劇
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
の
金
銭
的
、
体
力
的
負
担
と
い
っ
た
諸
因
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
点
、
著
者
は
観
劇
を
楽
し
み
と
し
て
享
受
す
る
延
長
で
現
代
演
劇
に
関
す
る
考
察
を
深
め
て
き
た
た
め
、
そ
う
し
た
困
難
を
感
じ
な
か
っ
た
と
も
い
う
（「
は
じ
め
に
」）。
し
か
し
、
わ
け
て
も
平
田
オ
リ
ザ
を
研
究
対
象
に
設
定
す
る
こ
と
は
別
種
の
困
難
を
伴
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
平
田
が
、
現
代
演
劇
の
つ
く
り
手
と
し
て
は
珍
し
く
、
み
ず
か
ら
の
演
劇
を
つ
く
る
た
め
の
技
術
や
方
法
論
に
つ
い
て
明
確
に
言
語
化
し
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。
た
と
え
ば
、
平
田
の
代
表
的
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
演
劇
入
門
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
八
年
）
は
「
演
劇
を
技
術
と
し
て
語
る
習
慣
が
少
な
い
日
本
の
演
劇
界
の
現
状
に
対
し
て
、
多
少
な
り
と
も
異
を
唱
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
」
か
ら
「
こ
れ
ま
で
言
語
化
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
演
劇
の
技
術
、
劇
作
の
技
術
を
、
で
き
る
だ
け
解
り
や
す
い
言
葉
で
書
き
記
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
書
以
前
／
以
後
に
も
、
平
田
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
期
や
場
所
で
、
そ
の
と
き
ど
き
の
方
法
論
を
饒
舌
に
語
り
続
け
て
き
た
。
近
年
に
は
、
映
画
監
督
の
想
田
和
弘
が
、
平
田
オ
リ
ザ
と
青
年
団
に
密
着
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
演
劇
１
』
（
二
〇
一
二
年
）
と
『
演
劇
２
』（
同
前
）
を
公
開
し
、
平
田
の
創
作
現
場
の
幕
内
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
う
な
れ
ば
、
平
田
オ
リ
ザ
自
身
が
作
品
（
実
践
）
と
と
も
に
そ
の
理
論
的
枠
組
み
を
提
示
し
続
け
て
き
た
わ
け
で
、
だ
か
ら
こ
そ
平
田
演
劇
の
諸
相
が
他
者
に
よ
っ
て
論
理
的
か
つ
体
系
的
に
論
じ
ら
れ
た
本
書
の
意
義
は
こ
と
の
ほ
か
大
き
い
。
本
書
は
、
個
別
の
作
品
分
析
を
通
し
て
平
田
演
劇
の
「
一
貫
し
た
方
法
論
」
を
見
い
だ
し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
現
在
に
至
る
活
動
を
串
刺
し
に
し
た
と
こ
ろ
に
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
他
者
・
関
係
・
い
か
に
見
え
る
か

で
あ
り
、
こ
こ
に
本
書
の
目
的
意
識
も
方
法
論
も
集
約
さ
れ
る
」（
六
頁
）。
多
様
な
レ
ベ
ル
の
関
係
性
の
中
に
成
立
す
る
〈
演
劇
〉
を
論
じ
る
上
で
、
本
書
を
貫
く
こ
れ
ら
の
鍵
言
葉
は
、
戯
曲
の
読
解
だ
け
で
な
く
、
上
演
の
場
そ
の
も
の
に
着
目
し
て
平
田
演
劇
の
「
方
法
」
を
記
述
す
る
た
め
の
至
極
正
当
な
手
続
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
田
戯
曲
自
体
が
、ド
ラ
マ
の
問
題
や
「
現
代
口
語
演
劇
」
と
呼
ば
れ
る
言
語
的
要
素
に
く
わ
え
、
演
出
・
上
演
的
要
素
を
深
く
内
包
す
る
た
め
で
も
あ
る
の
だ
が
、
本
書
で
は
、
同
時
代
評
を
丹
念
に
探
索
、
紹
介
す
る
こ
と
で
舞
台
が
〈
い
か
に
見
え
て
い
た
か
〉
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
平
田
が
〈
い
か
に
見
せ
て
い
る
か
〉
と
い
う
議
論
が
、
他
な
ら
ぬ
演
劇
研
究
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
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本
書
の
目
次
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
は
じ
め
に
第
一
章
様
式
と
し
て
の
〈
静
か
な
演
劇
〉
―
―
平
田
オ
リ
ザ
・
青
年
団
の
方
法
論
第
二
章

日
常

を
演
劇
に
か
え
る
方
法
論
―
―
青
年
団
『
東
京
ノ
ー
ト
』
第
三
章
見
え
な
い
も
の
を
見
る
―
―
青
年
団
『
ソ
ウ
ル
市
民
』
第
四
章
こ
え
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
―
―
日
韓
共
同
制
作
『
そ
の
河
を
こ
え
て
、
五
月
』
第
五
章

溝
か
ら
橋
へ
―
―
青
年
団
国
際
演
劇
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
別
れ
の
唄
』
第
六
章
ロ
ボ
ッ
ト
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
射
程
―
―
ロ
ボ
ッ
ト
版
『
森
の
奥
』
か
ら
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版
『
三
人
姉
妹
』
へ
第
七
章

ポ
ス
ト
平
田
オ
リ
ザ

の
展
開
―
―
岡
田
利
規
『
三
月
の
５
日
間
』
の
言
葉
と
身
体
平
田
オ
リ
ザ
略
年
譜
／
平
田
オ
リ
ザ
参
考
文
献
初
出
一
覧
／
あ
と
が
き
／
索
引（
人
名
・
作
品
名
）
第
一
〜
三
章
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
平
田
オ
リ
ザ
お
よ
び
青
年
団
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
本
書
の
導
入
と
な
る
第
一
章
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
小
劇
場
演
劇
シ
ー
ン
の
見
取
り
図
を
素
描
し
た
上
で
、
平
田
演
劇
の
戦
略
的
な
方
法
、
そ
の
理
論
的
枠
組
み
が
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
る
。
平
田
自
身
の
『
現
代
口
語
演
劇
の
た
め
に
』（
晩
聲
社
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
を
援
用
し
な
が
ら
、
戯
曲
の
作
劇
法
、
俳
優
の
身
体
性
、
劇
団
と
し
て
の
集
団
性
と
い
っ
た
面
か
ら
、
平
田
の
〈
静
か
な
演
劇
〉
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
宮
沢
章
夫
、
岩
松
了
ら
同
世
代
の
演
劇
人
と
台
詞
の
文
体
を
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
独
自
性
を
炙
り
だ
し
て
い
く
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
そ
う
し
た
中
で
「
虚
構＝
演
劇
」
と
い
う
言
葉
が
く
り
返
し
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
著
者
は
〈
演
劇
は
虚
構
で
あ
る
〉
と
い
う
前
提
を
設
定
し
、
そ
の
「
虚
構
」
が
、
歴
史
や
日
常
と
い
っ
た
「
リ
ア
ル
」（＝
現
実
）
と
ど
の
よ
う
に
切
り
結
び
う
る
の
か
を
問
う
て
い
る
。
そ
う
し
た
視
角
は
本
書
の
基
底
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
平
田
の
〈
静
か
な
演
劇
〉
が
「
一
見

日
常
の
リ
ア
ル
な
再
現

に
も
映
じ
る
戯
曲
・
演
技
に
、
再
現
（＝
代
理＝
代
補
）
の
透
明
性
を
疑
う
批
評
的
な
ま
な
ざ
し
」（
四
六
頁
）
を
孕
む
と
い
う
指
摘
に
も
通
じ
る
本
書
の
「
方
法
論
」
で
あ
る
。
第
一
章
の
議
論
を
具
体
的
な
作
品
分
析
に
よ
っ
て
検
証
し
た
第
二
章
で
は
、
岸
田
國
士
戯
曲
賞
受
賞
作
の
『
東
京
ノ
ー
ト
』（
一
九
九
四
年
初
演
）
を
と
り
あ
げ
る
。
同
作
は
、
初
演
時
か
ら
十
年
後
の
二
〇
〇
四
年
と
い
う
近
未
来
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
展
を
開
催
し
て
い
る
東
京
の
美
術
館
の
ロ
ビ
ー
を
舞
台
と
す
る
一
幕
物
で
あ
る
。
美
術
館
と
い
う
場
自
体
の
も
つ
性
質
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
火
か
ら
疎
開
し
て
き
た
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
絵
画
や
、
そ
の
作
画
法
（
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ー
ラ
）
等
を
梃
子
に
〈
見
る
こ
と
〉
と
い
う
主
題
を
読
み
と
り
、
平
田
演
劇
の
特
質
に
つ
い
て
「
日
常

を
そ
の
ま
ま
舞
台
に
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、観
客
が
「
リ
ア
ル
」
ト
レ
ー
ス
な

日
常

と
感
受
し
得
る
形
態
に
変
換
し
た
上
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
虚
構＝
演
劇
と
し
て
提
示
す
る
」（
八
〇
頁
）
も
の
と
ま
と
め
て
い
る
。
第
三
章
で
は
『
東
京
ノ
ー
ト
』
と
共
に
「
戦
争
（
状
態
）
と
い
う
背
景
が
登
場
人
物
た
ち
の

日
常

を
異
化
す
る
読
解
コ
ー
ド
と
し
て
仕
掛
け
ら
れ
」（
三
一
頁
）
て
い
る
『
ソ
ウ
ル
市
民
』（
一
九
八
九
年
初
演
）
を
論
じ
る
。
同
作
は
日
韓
併
合
の
前
年
（
一
九
〇
九
年
）
の
ソ
ウ
ル
で
文
房
具
店
を
営
む
在
朝
日
本
人
一
家
の
居
間
を
舞
台
と
す
る
群
像
劇
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
見
え
な
い
も
の
を
見
る
」
と
い
う
視
角
に
よ
っ
て
植
民
者
の
日
常
（＝
「
小
文
字
の
歴
史
」）
か
ら
植
民
地
問
題
（＝
「
大
文
字
の
歴
史
」）
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
様
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
分
析
す
る
。「
虚
構＝
演
劇
」
が
「
歴
史
」
と
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切
り
結
ぶ
こ
と
で
生
ま
れ
た
『
ソ
ウ
ル
市
民
』
は
、
上
演
を
通
し
て
、
現
代
の
観
客
に
日
韓
関
係
を
め
ぐ
る
過
去
／
現
在
の
重
層
性
を
考
え
る
契
機
を
も
与
え
て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
『
東
京
ノ
ー
ト
』
と
『
ソ
ウ
ル
市
民
』
に
関
す
る
議
論
か
ら
は
、
平
田
演
劇
に
お
い
て
東
京
（
日
本
）
は
、
常
に
他
国
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
相
対
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
る
。
続
く
第
四
章
と
第
五
章
で
も
同
様
だ
が
、
そ
れ
ら
二
篇
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
平
田
オ
リ
ザ
が
〈
静
か
な
演
劇
〉
を
応
用
、
発
展
さ
せ
た
と
い
う
「
多
言
語
・
多
文
化
演
劇
」
を
め
ぐ
る
考
察
で
あ
る
。
『
ソ
ウ
ル
市
民
』
に
お
け
る
日
韓
関
係
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
展
開
形
で
も
あ
る
『
そ
の
河
を
こ
え
て
、
五
月
』（
二
〇
〇
二
年
初
演
）
は
、
韓
国
の
作
家
・
演
出
家
と
の
共
同
執
筆
・
共
同
演
出
で
制
作
さ
れ
、
キ
ャ
ス
ト
に
も
日
本
人
俳
優
と
韓
国
人
俳
優
が
配
さ
れ
た
。
漢
江
の
畔
に
か
つ
て
日
本
人
が
植
え
た
桜
の
下
、
日
本
人
と
韓
国
人
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
花
見
を
す
る
だ
け
の
話
だ
が
、
第
四
章
で
は
、
日
本
人
、
韓
国
人
、
在
日
韓
国
人
、
日
本
語
を
学
ぶ
韓
国
人
と
い
っ
た
登
場
人
物
た
ち
が
、
日
本
人
（
語
）
／
韓
国
人
（
語
）
と
い
う
重
層
的
な
〈
境
界
〉
を
背
景
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
る
中
で
〈
越
境
〉
を
志
向
し
な
が
ら
も
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
「
迷
子
」
に
な
っ
て
い
る
と
整
理
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
れ
に
併
走
す
る
各
種
文
化
理
論
な
ど
と
も
共
振
し
な
が
ら
、
内
容
（
テ
ー
マ
）・
上
演
形
態
双
方
に
お
い
て

境
界
を
め
ぐ
る
迷
子
た
ち
の
花
見

と
し
て
成
立
を
み
た
多
言
語
・
多
文
化
演
劇
」（
一
二
二
頁
）
の
達
成
と
指
摘
す
る
。
そ
う
し
た
戯
曲
レ
ベ
ル
の
分
析
に
く
わ
え
て
重
要
な
の
は
、
現
代
を
生
き
る
俳
優
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
観
客
が
み
る
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
考
察
で
あ
る
。
俳
優
と
観
客
の
身
体
の
共
振
に
よ
っ
て
、
机
上
の
も
の
で
は
な
い
多
文
化
共
生
の
困
難
と
〈
越
境
〉
の
た
め
の
方
途
が
、
劇
場＝
「
現
実
世
界
」
に
ひ
ら
か
れ
て
い
く
。
観
客
か
ら
の
ま
な
ざ
し
が
演
劇
を
成
立
せ
し
め
る
要
件
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
的
に
と
り
こ
む
平
田
演
劇
の
方
法
論
を
評
価
す
る
本
書
の
議
論
は
演
劇
表
現
の
有
効
性
を
示
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
『
そ
の
河
を
こ
え
て
、
五
月
』
を
端
緒
と
す
る
「
多
言
語
・
多
文
化
演
劇
」
が
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
の
が
、
日
本
（
語
／
人
）
と
フ
ラ
ン
ス
（
語
／
人
）
の
交
差
す
る
『
別
れ
の
唄
』（
二
〇
〇
七
年
初
演
）
で
あ
る
。
国
際
結
婚
を
し
て
日
本
に
嫁
い
だ
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
通
夜
の
晩
、
日
本
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
が
一
堂
に
会
し
、
日
仏
二
か
国
の
言
語
／
俳
優
に
よ
っ
て
対
話
が
構
成
さ
れ
る
。
第
五
章
で
も
前
章
同
様
、
戯
曲
読
解
と
客
席
の
反
応
も
ふ
ま
え
た
上
演
分
析
が
な
さ
れ
、
戯
曲
を
追
う
だ
け
で
は
わ
か
り
え
な
い
「
メ
タ
日
仏
比
較
文
化
論
」
の
様
相
が
丹
念
に
読
み
解
か
れ
る
。
客
席
も
含
め
た
劇
場
空
間
の
ひ
ろ
が
り
が
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ず
れ
か
ら
生
じ
る
「
笑
い
」
の
根
拠
と
な
り
、
他
者
発
見
と
自
己
発
見
の
物
語
へ
と
観
客
を
誘
う
。
そ
し
て
『
そ
の
河
を
こ
え
て
、
五
月
』
に
お
け
る
日
韓
関
係
と
い
う
「
歴
史
」
を
背
景
と
す
る
も
の
と
は
異
な
る
視
角
か
ら
異
文
化
間
に
横
た
わ
る
「
溝
」
を
顕
在
化
し
、
わ
か
り
あ
う
こ
と
―
―
相
互
理
解
と
い
う
〈
架
橋
〉
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
。
著
者
が
設
定
し
た
「
他
者
・
関
係
・
い
か
に
見
え
る
か
」
と
い
う
視
座
が
よ
り
先
鋭
的
な
形
で
表
出
さ
れ
た
の
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
ジ
ェ
ミ
ノ
イ
ド
と
人
間
の
俳
優
が
共
演
す
る
作
品
群
で
あ
る
。
平
田
オ
リ
ザ
と
大
阪
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
世
界
初
の
試
み
は
し
か
し
、
か
な
ら
ず
し
も
演
劇
界
で
華
々
し
い
注
目
を
集
め
た
と
は
言
い
が
た
く
、
一
種
の

キ
ワ
モ
ノ

的
な
印
象
で
受
け
止
め
ら
れ
た
き
ら
い
も
あ
る
（
む
ろ
ん
個
別
的
な
評
価
は
な
さ
れ
て
い
る
が
）。
と
は
い
え
、
近
代
演
劇
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
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（
照
明
、
音
響
、
装
置
等
）
と
と
も
に
進
化
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
時
代
の
最
先
端
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
ジ
ェ
ミ
ノ
イ
ド
を
採
り
入
れ
た
演
劇
の
創
出
は
必
然
だ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
第
六
章
は
こ
の
問
題
を
概
括
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
ジ
ェ
ミ
ノ
イ
ド
へ
の
変
遷
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
こ
に
新
奇
性
だ
け
で
な
い
平
田
演
劇
の
「
一
貫
し
た
方
法
論
」
を
読
み
と
り
、
作
品
系
譜
の
中
に
位
置
づ
け
る
意
欲
的
な
考
察
で
あ
る
。
内
面
が
な
い
（
は
ず
の
）
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
あ
た
か
も
内
面
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
ふ
る
ま
う
（
よ
う
に
見
せ
る
）
こ
と
。
舞
台
上
の
演
者
間
（
こ
こ
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
俳
優
）
の
関
係
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
る
観
客
と
の
関
係
―
―
見
る
側
と
見
ら
れ
る
（
見
せ
る
）
側
の
相
互
性
に
よ
っ
て
成
立
す
る
舞
台
の
あ
り
よ
う
は
、
演
劇
の
一
回
性
、
人
間
存
在
の
意
味
な
ど
を
め
ぐ
る
議
論
は
ら
み
つ
つ
平
田
演
劇
の
極
北
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
平
田
オ
リ
ザ
が
確
立
し
て
き
た
方
法
は
、
次
世
代
（
他
者
）
に
い
か
に
継
承
さ
れ
う
る
の
か
。
そ
の
一
事
例
と
し
て
、
岡
田
利
規
の
『
三
月
の
５
日
間
』（
二
〇
〇
四
年
初
演
）
を
と
り
あ
げ
た
の
が
、
第
七
章
で
あ
る
。
平
田
の
「
現
代
口
語
演
劇
」
を
変
奏
し
た
岡
田
の
「
超
リ
ア
ル
日
本
語
」
は
、
演
劇
（
戯
曲
）
に
お
け
る
新
た
な
文
体
の
発
明
と
い
っ
て
よ
く
、
言
葉
と
リ
ン
ク
す
る
身
体
表
現
と
と
も
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。
イ
ラ
ク
戦
争
の
最
中
、
渋
谷
の
ラ
ブ
ホ
テ
ル
で
情
事
に
耽
る
男
女
を
中
心
と
す
る
若
者
た
ち
の
ま
な
ざ
し
を
通
し
て
〈
戦
争
〉
を
描
い
た
『
三
月
の
５
日
間
』
を
、
本
書
で
は
岡
田
独
自
の
言
葉
／
身
体
の
問
題
か
ら
精
緻
に
分
析
し
て
い
る
が
、
劇
中
に
描
か
れ
る
〈
戦
争
〉
と
現
代
日
本
人
の
距
離
感
に
関
し
て
、
平
田
オ
リ
ザ
の
『
東
京
ノ
ー
ト
』
と
の
比
較
に
も
う
少
し
踏
み
こ
ん
だ
議
論
も
読
ん
で
み
た
か
っ
た
、
と
い
う
気
が
す
る
。
平
田
が
『
東
京
ノ
ー
ト
』
で
設
定
し
た
近
未
来
の
舞
台
時
間
で
あ
る
二
〇
〇
四
年
に
『
三
月
の
５
日
間
』
が
初
演
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
十
年
と
い
う
時
間
が
、
現
代
演
劇
地
図
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
視
角
と
な
り
う
る
の
か
。
章
題
の
「
ポ
ス
ト
平
田
オ
リ
ザ

の
展
開
」
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
後
に
、
平
田
オ
リ
ザ
と
「
他
者
」
と
の
関
係
（
性
）
に
つ
い
て
、
蛇
足
な
が
ら
若
干
述
べ
る
。
平
田
が
劇
壇
内
の
地
歩
を
固
め
て
い
く
中
で
、
青
年
団
以
外
へ
の
作
品
提
供
の
機
会
が
あ
っ
た
が
、た
と
え
ば
文
学
座
に
書
き
下
ろ
し
た
『
月
が
と
っ
て
も
蒼
い
か
ら
』（
一
九
九
七
年
初
演
）、『
風
の
つ
め
た
き
櫻
か
な
―
久
保
田
万
太
郎
作
品
集
よ
り
―
』（
二
〇
〇
八
年
初
演
）、『
麦
の
穂
の
揺
れ
る
穂
先
に
』（
二
〇
一
〇
年
初
演
）
な
ど
の
作
品
を
ど
う
考
え
る
か
。〈
新
劇
〉
の
流
れ
を
く
む
劇
団
・
俳
優
の
演
技
・
演
出
を
前
提
と
す
る
劇
作
の
「
方
法
」
に
つ
い
て
、
本
書
の
著
者
で
あ
れ
ば
ど
う
読
み
解
い
て
い
く
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
同
世
代
の
松
田
正
隆
が
書
い
た
『
月
の
岬
』（
一
九
九
七
年
初
演
）
を
演
出
し
た
際
の
「
方
法
」
等
々
。
こ
れ
ら
も
平
田
オ
リ
ザ
と
「
他
者
」
と
の
出
会
い
で
あ
り
、
平
田
演
劇
の
方
法
論
の
確
立
過
程
を
考
え
る
際
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
平
田
戯
曲
は
し
ば
し
ば
近
代
文
学
作
品
が
下
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
気
鋭
の
文
学
研
究
者
で
あ
る
著
者
に
よ
る
、
そ
う
し
た
視
覚
か
ら
の
平
田
論
も
今
後
の
展
開
と
し
て
期
待
し
た
く
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
帯
の
惹
句
に
あ
る
よ
う
に
本
書
は
文
字
ど
お
り
の
「
初
の
オ
リ
ザ
論
！
」
で
あ
り
、
平
田
オ
リ
ザ
研
究
の
端
緒
と
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
二
十
世
紀
末
か
ら
二
十
一
世
紀
初
期
の
日
本
演
劇
を
考
え
る
た
め
の
指
標
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
研
究
・
批
評
の
蓄
積
が
、
現
代
演
劇
研
究
の
地
平
を
切
り
拓
い
て
い
く
に
ち
が
い
な
い
。
（
二
〇
一
五
年
一
月
彩
流
社
二
三
九
頁
二
五
〇
〇
円
＋
税
）
（
ご
と
う
り
ゅ
う
き
本
学
教
育
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
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